
 

 

  
  

和の匠 
第０サイクル 

やっぱり和食！ 

和文化と聞いて思い浮かぶものは？ 

和風パスタも 

和文化なの？ 

ラーメンは 

中国かな？ 
他にはない伝統や文化は和文化。

他の国からきてアレンジされた

ものは和文化というのかな？ 
箏もきこえた！ 

厳しい作法が

たくさん。 

白ではなく

オレンジで

落ち着く。 
出汁が美味しい！ 

建物が木！ 

庭で季節を 

感じられる。 

昆布と鰹節で 

うまみが 8 倍！ 

職人の道具！

手けずりは香

りも味も良く

て、こだわり

を感じるね。 

和文化は大切だと思うけど、毎日和食

で健康でも、洋食も食べていいと思

う。和文化だけに何もかも統一するの

は違う。バランスを保つのがいい。 

●和文化は歴史ができていくにつけて変わっていくのかもしれない。 
昔と今で和文化は違い、世の中が変わると和文化も変わると思う。 

●伝統工芸品は日本の気候や地形に合わせて作られる。作る人がいな
くなると、日本と全く同じ気候や地形の国はないから作れなくなっ
てしまう。異常気象も関係して、本当に世界から和文化が消える時
が来る。でも日本は輸入せずに暮らすということはできないので、
洋文化も取り入れながら和文化を守り切りたい。 

ふりかえり 

受け継ぐより生活の良さを求め

る人の方が多くなっている。 

和の文化はどんどん減って途切れそうになっ

ている。和洋折衷で和の文化を取り入れて、途

切れることはないようにしたい。 
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 第 1 サイクル 

和の匠 
課題の設定 

● もっと和のことを多くの人に知ってもらいたい。日本特有のもの 
が減っていて、なくなったらいやだから受け継いでいきたい。 

● 和食といったら出汁だから、いろんな料理に使えるおいしい出汁 
をとれるようになりたい。 

● 和楽器は箏があるから、一番和を感じやすいと思う。聴いた人に 
「和」を感じてもらえるように上手になりたい。 

ふりかえり 

和食(出汁) 和菓子(練り切り) 作法(茶道) 

空間(音・庭) 

和の文化を受け継ぐとは… 

和文化を好きになって理解する

こと。良さを知って多くの人に伝

えていくこと。一つ一つていねい

に思いをこめてすることで深ま

る。工夫や技をぬすみながら発展

させる。広めて、次の時代に形を

かえながらむすぶ。 

工芸(和紙) 

まずは 

やってみたい！ 

がんこで綺麗な音楽が流

れていたから、自分もそん

な音楽をやってみたい！ 

和 紙で提 灯を 作

ったら、光が透け

て 綺麗に なる と

思う。 

どこかの教室を畳と障子にして、和室を作って和を感じてもらいたい！ 
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第 1 サイクル 

和の匠 
情報の収集 
整理・分析 

空間(音・庭) 

● 菊冨士先生のお話を聞いて、神様とつながるための楽器から、お 
祝いのための飾りの音楽になり、華やかな音楽が作られて、受け 
継がれながら役割が変わっていくのが面白いと思いました。 

● 粘材やパルプの量を調節して混ぜることで理想の和紙ができた。 
たまたまダマになってしまったけど、匠のある和紙にできた。 

ふりかえり 

工芸(和紙) 

作法(茶道) 和菓子(練り切り) 

自
分
の
技
の
変
容
を 

ロ
イ
ロ
ノ
+
ト
で
蓄
積 

和食(出汁) 

材
料
の
分
量
を
調
節
し
て 

自
分
の
め
ざ
す
分
厚
さ
< 

表
面
の
模
様
を
作
ろ
う
！ 

練り切りの技術を身

につけないと季節感

を表せない。 

「和敬清寂」の中に

茶道の大切さがつま

っているんだね。 

いろんな出汁を調合し

て、美味しいと思える

和食の味を作りたい！ 

旋律や奏法を工夫して、静けさと

落ち着きのある合奏にしたい！ 

季節感や高低差のある坪

庭と鹿おどしを作ろう！ 
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